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今月の模範作品

随
　

意
　

課
　

題

筆 ペ ン

青玄　山﨑　昭子　厚みのある線で文字の大
小、行間も工夫し、規格大きくまとめ上げた。
迫力があり、完成度の高い掲示文となった。
� 評　黒河内月倫　

横
浜
　
佐
藤
　
洋
子　

文
字
の
大
小
の
変
化
を
大
胆

に
つ
け
な
が
ら
行
間
の
響
き
合
い
が
美
し
く
、
ゆ
と

り
の
あ
る
紙
面
構
成
は
実
力
を
十
分
に
発
揮
し
た
模

範
作
で
あ
る
。�

評　

森　
　

嶺
雲　

つけペンボールペン

書学　山田ひろ子　切れ味の鋭い線質で漢字と
かなの調和が美しい。巧みな運筆は優雅で気品
溢れる堂々の模範作。� 評　荒谷由美子　

規
　
定
　
課
　
題

上
宮
　
難
波
祐
見
子
　
小
粒
な
が
ら
柔
軟
な
書
線
で
、
原
帖
の
特
徴

で
あ
る
横
線
の
揺
れ
や
、
両
払
い
の
伸
び
や
か
さ
を
十
分
に
発
揮
し

た
。
特
に
「
會
・
發
・
容
」
が
見
事
。�

評　

福
原　

溪
春　

3月提出競書作品の写真版作品は、
3月26日よりホームページに掲載されます。
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今月の秀逸作品  規定課題・随意課題 

須
坂
　
篠
塚
　
千
鶴　

太
細
の
あ
る
線
質
の
変
化

に
よ
る
文
字
の
大
小
を
無
理
な
く
つ
け
た
、
大
変

洗
練
さ
れ
た
作
で
あ
る
。�

（
森　
　

嶺
雲
）

祥
　
勝
山
　
泰
成　

文
字
と
空
間
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
い
。
し
っ
か
り
と
し
た
線
で
丁
寧
に

書
か
れ
た
秀
逸
作
品
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

古
谷
　
塩
野
三
千
征
　
手
本
を
よ
く
観
察
し
、
つ
け
ペ
ン
で
伸
び
や

か
に
表
現
し
た
線
が
清
々
し
く
美
し
い
秀
逸
作
。�

（
荒
谷
由
美
子
）

高
崎
　
松
本
　
和
美　

文
字
の
大
き
さ
、

線
の
太
さ
を
工
夫
し
て
、
ス
ッ
キ
リ
と
ま

と
め
上
げ
た
。
読
み
や
す
い
掲
示
文
。

�

（
御
園
生
藍
珠
）

紅
彣
　
竹
田
　
櫻
香　

抑
揚
あ
る
線
質
で
豊
か

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
文
字
の
配
置
と
バ
ラ
ン

ス
が
難
し
い
課
題
を
う
ま
く
ま
と
め
た
力
量
は

見
事
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

書
学
　
飴
谷
　
志
保　

各
字
よ
い
落
ち
着
き
を
持
っ

て
ま
と
め
た
。
教
室
・
氏
名
も
見
事
。

�

（
江
口　

春
陽
）

筑
紫
　
白
石
め
ぐ
み　

点
、
直
・
曲
線
を
丁
寧
に
運

筆
し
、
基
本
に
忠
実
に
作
品
を
ま
と
め
あ
げ
た
。
知

性
的
で
品
格
あ
る
秀
逸
作
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

泉
汪
　
堀
越
　
淑
子　

手
紙
文
・

宛
名
、
共
に
一
貫
し
た
筆
脈
で
美

し
い
。
次
回
作
品
に
も
期
待
す

る
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

（　）内は選評執筆者です。

山田　春山　容子　落ち着いた運筆で横への流れよく、
上下の余白も美しく整えた。安定感のある見事な作。
� （黒河内月倫）
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専攻コース
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専攻コース
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専攻コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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写経研究室

渡
邉
　
翠
月

志
村
　
　
望

安
部
　
寿
子

久
保
　
治
舟

上
平
　
幸
子

澤
水
　
清
香

脇
田
　
道
子

志
賀
　
美
穂

田
島
由
美
子

秋
葉
　
香
織

小
倉
理
津
子

中
村
　
紫
泉
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つけペン
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� 筆ペン

栁瀬佐代子

金田　育子

二宮佐和子

原田たか子

鹿島　桂子

野本由美子

松田しのぶ伊藤　直子

河合美由紀

岩上　恵子

井坂　由美井上　梨沙染谷　駿仁

後藤　祐加 安藤美川ゐ

佐川美智代
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ボールペン


